























































































































川田はまた､ ｢戦名｣がア ･プリオ リな個
人名の ｢類｣化を免れて ｢個｣の差異化と誇
示を意図するものであり､｢『類』の秩序とし
ての共同体への攻撃を季むものである｣とも
述べている｡そして､｢戦名｣を自ら唱えな
いという抑制は､そうした反共同体的性格に
由来する両義性の反映でもあろうと推測する｡
モシ人の ｢戦名｣は､その詩的な性格から
｢詩名｣(poeticname)の一種と考えられよ
う｡これに類する詩名の詳細な報告は寡聞に
して知らない｡ただ､私自身が調査したケニ
アの牧畜民､キブシギス人の間にも､やはり
戦の勲功に因んで付けられるよく似た詩名が
存在している｡しかし､あくまでも平等主義
的なキブシギスでは､その社会的な意義はモ
シとかなり異なっている｡両方の ｢詩名｣を
比較してみると､詩と名付けの社会的機能や
記憶､更に支配の発生をめぐって興味深い問
題が洗い出されて来るように思われる｡
(こんま とおる 神奈川大学社会人類学)
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